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参考資料リスト参考資料リスト参考資料リスト参考資料リスト    

    

１．２１世紀への展望 

２．人類とエネルギーの関わり 

３．世界の推定統計 

４．地球環境問題の広がり 

５．化石燃料からのCO2排出量と大気中のCO2濃度の変化 

６．原子力の光と影 

７．主要先進国のエネルギー輸入依存度（１９９７年） 

８．エネルギー資源の確認可採埋蔵量と可採年数 

９．世界のエネルギー消費の推移と見通し 

10．新エネルギーの評価 

11．世界の地域別エネルギー消費量（１９９７年） 

12．各種電源のCO2排出量の比較 

13．日本の原子力発電所の運転・建設状況 

14．日本の年間発電電力量と燃料種別の推移(一般電気事業用) 

15．原子燃料サイクルのウランの流れ 

16．世界の国別一次エネルギー消費 

17．身近な放射線利用 

18．国内の原子力発電所のトラブル件数の推移 

19．原子力に関する世論調査 

20．世界の大規模災害における被害規模と発生頻度 

21．原子力に関する情報公開状況 

22．原子力に関する情報源 

23．電力の生産地域と消費地域とのコミュニケーションの現状 

24．地域振興 



分野 1925年 1950年 1975年 2000年
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理論物理学の基礎の確立理論物理学の基礎の確立理論物理学の基礎の確立理論物理学の基礎の確立 加速器等を用いた実験物理学の発達加速器等を用いた実験物理学の発達加速器等を用いた実験物理学の発達加速器等を用いた実験物理学の発達

原子力

原子力発電の進展原子力発電の進展原子力発電の進展原子力発電の進展

・'05,'15 相対性理論
・量子論の展開

・'29 宇宙の膨張を観測 ・'48 ビックバン理論

医　学

交　通

放　送

材　料

環　境

消費財

大規模な装置集
約型科学の在り
方

21世紀のエネル
ギーの選択

分子生物学の基礎の構築分子生物学の基礎の構築分子生物学の基礎の構築分子生物学の基礎の構築 遺伝子の解明遺伝子の解明遺伝子の解明遺伝子の解明
細胞工学の発展細胞工学の発展細胞工学の発展細胞工学の発展

・'00 メンデルの法則の再発見
・'11 染色体地図の作成

・'44 DNA=遺伝物質の解明

・'53 DNA二重らせんﾓﾃﾞﾙの提唱 ･'73 組換DNA技術の誕生

･'88 ﾋﾄｹﾞﾉﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

レントゲン技術の普及

・'28 ペニシリン ・'44 ストレプトマイシン

乳児死亡率の低下、寿命の伸長、主要疾病の変化、医療の高度化乳児死亡率の低下、寿命の伸長、主要疾病の変化、医療の高度化乳児死亡率の低下、寿命の伸長、主要疾病の変化、医療の高度化乳児死亡率の低下、寿命の伸長、主要疾病の変化、医療の高度化

・'78 初の体外受精児

             ・'97
 ｸﾛｰﾝ羊ﾄﾞﾘｰ 21世紀における

生命科学の発展
の方向

細胞工学の発展
が医療や農業に
もたらす可能性

大型タンカー

高速化高速化高速化高速化 ・'64 新幹線開通 リニアモーターカー 安全,環境との調
和

･'08 Ｔ型フォード

ﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの世界的拡大ﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの世界的拡大ﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの世界的拡大ﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの世界的拡大

･'03 ライト兄弟
･'37 ｼﾞｪｯﾄｴﾝｼﾞﾝ開発

・'43 V2ﾛｹｯﾄ

・'57 人工衛星ｽﾌﾟｰﾄﾆｸ

・'69 ｱﾎﾟﾛ月面着陸

国際宇宙
ｽﾃｰｼｮﾝ計画

･'36 テレビ放送開始

テレビの本格的普及テレビの本格的普及テレビの本格的普及テレビの本格的普及

・'53 カラー放送開始 衛星放送

･'36 ﾁｭｰﾘﾝｸﾞﾏｼﾝ理論

･'46 ENIAC完成

ﾊﾟｿｺﾝの普及ﾊﾟｿｺﾝの普及ﾊﾟｿｺﾝの普及ﾊﾟｿｺﾝの普及

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの登場ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの登場ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの登場ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの登場

Ｅｰｍａｉｌ、www、
電子商取引
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化化化化
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合合合合
へへへへ

国際競争への対
応

高度情報化社会
の今後の方向

電話の普及電話の普及電話の普及電話の普及
ポケベル・携帯電話

基礎素材の大量生産基礎素材の大量生産基礎素材の大量生産基礎素材の大量生産 大規模構造物の建設大規模構造物の建設大規模構造物の建設大規模構造物の建設

鉄、ガラス、セメント

・'31 塩化ビニル樹脂

・'31 アルミナ ・'42 シリコン

プラスチックの大量生産プラスチックの大量生産プラスチックの大量生産プラスチックの大量生産

高機能素材の開発高機能素材の開発高機能素材の開発高機能素材の開発

リサイクル社会へ
の構造転換

化学肥料の導入化学肥料の導入化学肥料の導入化学肥料の導入

・'08 ｱﾝﾓﾆｱの合成
農業の機械化農業の機械化農業の機械化農業の機械化

農薬の導入農薬の導入農薬の導入農薬の導入

   ・'39 DDT殺虫作用の発見

緑の革命緑の革命緑の革命緑の革命

高収量品種の導入

遺伝子組換作物

大規模灌漑農地の開拓大規模灌漑農地の開拓大規模灌漑農地の開拓大規模灌漑農地の開拓

地球規模環境問題地球規模環境問題地球規模環境問題地球規模環境問題

人類の持続的発
展

・'01 真空掃除機 ・'20年代　電気冷蔵庫

・'30年代　ルームクーラー

・'36 蛍光灯

・'30年代後 自動洗濯機

・'39 ナイロンストッキング

・'68 ラジカセ

・'69 クオーツ時計

・'70年代前 電卓

・'74 液晶ﾃﾞｼﾞﾀﾙ時計

・'76 パソコン

・'76 ＶTR

・'77 ＡＦカメラ

・'78 日本語ﾜｰﾌﾟﾛ

・'79 ﾍｯﾄﾞﾎﾝｽﾃﾚｵ

・'82 CD

・'83 テレビゲーム

・'86 使い切りｶﾒﾗ

・'92 MD

・'94 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾋﾞﾃﾞｵ

・'95 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

・'96 DVDﾋﾞﾃﾞｵ

・'98 車載ｺﾝﾋﾟ
　ｭｰﾀｼｽﾃﾑ

・'36 テレビ

河川や大気等の汚染

酸性雨

オゾンホールの観測
地球温暖化問題

内分泌かく乱物
質

臓器移植の発達

・'08 自動車
（Ｔ型フォード）

ラジオの普及ラジオの普及ラジオの普及ラジオの普及

家庭生活の電化家庭生活の電化家庭生活の電化家庭生活の電化

情報家電の普及情報家電の普及情報家電の普及情報家電の普及

消費社会の今後

・'55 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀﾗｼﾞｵ

・'23 電動タイプライター

・'45 原子爆弾
核兵器開発競争核兵器開発競争核兵器開発競争核兵器開発競争

空の大量旅客輸送時代へ空の大量旅客輸送時代へ空の大量旅客輸送時代へ空の大量旅客輸送時代へ

人類の活動範囲が宇宙へ拡大人類の活動範囲が宇宙へ拡大人類の活動範囲が宇宙へ拡大人類の活動範囲が宇宙へ拡大

公害問題公害問題公害問題公害問題

国境を超えた環境問題国境を超えた環境問題国境を超えた環境問題国境を超えた環境問題

鉄道の発達（蒸気からディーゼル、電気へ）鉄道の発達（蒸気からディーゼル、電気へ）鉄道の発達（蒸気からディーゼル、電気へ）鉄道の発達（蒸気からディーゼル、電気へ）

米国におけるﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの到来米国におけるﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの到来米国におけるﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの到来米国におけるﾓｰﾀﾘｾﾞｰｼｮﾝの到来

･'20 ラジオ放送開始

・'30 ポリスチレン

・'90 ﾊｯﾌﾞﾙ宇宙
　望遠鏡打上げ

・'68 ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ747

無線電信の開発無線電信の開発無線電信の開発無線電信の開発

･'00 マルコーニ無線電信会社

移動体通信の普及移動体通信の普及移動体通信の普及移動体通信の普及

・'58 IC発明
・'48 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰ発明

・'38　ナイロン

・'54 CERN設立・'39 核分裂発見

・'65 宇宙背景放射の発見

宇宙の理解の発展宇宙の理解の発展宇宙の理解の発展宇宙の理解の発展

･'31 不完全性定理

         ･'94
「ﾌｪﾙﾏｰの定理」の証明

・'55 電気釜

・'55 電子レンジ

・'57 ステレオ

x

x

物　理

天　文

生物学

農　学

  ・'98 ﾋ
ﾄES細胞

宇　宙

情　報
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

通　信

数　学

低燃費化 ハイテク化

原油流出事故

汽船による大洋の航行汽船による大洋の航行汽船による大洋の航行汽船による大洋の航行

幅広い技術分野での応用幅広い技術分野での応用幅広い技術分野での応用幅広い技術分野での応用

１．　２１世紀への展望

出典：科学技術庁「２１世紀の社会と科学技術を考える懇談会」(資料2-4) - 36 - 科学技術庁  科学技術政策局 計画・評価課 作成



３．世界の推計人口
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４．地球環境問題の広がり

５．化石燃料からのCO2排出量と大気中のCO2濃度の変化
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エネルギー安定供給

 (経済社会の基盤)

核兵器の開発･拡散

国
民
の
信
頼
と
安
心
の
獲
得

原子力発電

ウラン濃縮

燃料加工

再処理

高速増殖炉

安全性の確保

経済性の向上

ｳﾗﾝ資源の有効活用

産業の発展と技術の
継承

世界平和の実現
  ・核不拡散体制の維持･強化
  ・解体核の処理

原子力平和利用による恩恵の享受
（光の部分）

原子力に対する不安・不信
（影の部分）

リサイクルの推進
  ・中間貯蔵による資源の備蓄

先端的研究開発

（科学技術の発展
　への貢献）

加速器

核融合

研究炉

レーザー

適時的確な評価

人材の育成

使用済燃料の発生･累積

放射線の幅広い利用

 (国民生活に密着)

医療
(診断､治療､滅菌)

農業
(害虫防除､品種改良)

工業
(非破壊検査､難燃処

理)

環境
(排煙脱硫､汚泥処理)

普及の促進

技術の高度化

新分野の開拓

処理・処分の推進
 ・特性を踏まえた適切な処理、
　 処分
 ・地層処分(高レベル放射性
　 廃棄物)

放射性廃棄物の発生･累積
  ・低レベル放射性廃棄物
  ・高レベル放射性廃棄物

防災体制の強化
・国、地方公共団体の連携強化
・事業者責務の確保
・放射線医療水準の向上

事故等に伴う放射線被ばくの
健康影響

  ・原子力事故
    (ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘ事故、JCO事故
等)

  ・核兵器
    (広島･長崎､ｾﾐﾊﾟﾗﾁﾝｽｸ等)安全の確保

  ・安全規制
  ・放射線防護基準

（課　題） （課　題）

６．原子力の光と影
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７．主要先進国のエネルギー輸入依存度（1997年）

（注）輸入エネルギーには、原子力を含まない
下向きのグラフは、輸出していることを表す
出典：IEA/ENERGY BALANCES OF OECD COUNTRIES(1996-1997)
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 石   油  天然ガス  石   炭  ウラン  

（注 1） 

確認可採埋蔵量  

（R） 

1998 年 1 月 1 日  

1 兆 195 億バーレル 

全世界  

1998 年 1 月 1 日  

143 兆 9,471 億ｍ
3 

  

全世界  

1993 年末  

1 兆 316 億トン 

全世界  

1997 年 1 月  

436 万トン  

全世界  

地
域
別
賦
存
状
況

 

北米  

中南米  

西欧  

中東  

アジア･太平

洋  

アフリカ  

旧ソ連･東欧  

2.6％  

12.4 

1.8 

66.4 

4.1 

6.9 

5.8 

4.6％  

5.6 

3.3 

33.9 

6.3 

6.9 

39.4 

24.2％  

1.1 

7.3 

0  

30.9 

6.0 

30.6 

17.4％  

6.2 

3.0 

0  

25.1 

17.3 

31 .0 

（注 2） 

年生産量  

（P） 

1997 年  

65,443 千 b/d 

1997 年  

2 兆 2,997 億ｍ
3 

  

1993 年  

44.7 億トン  

1996 年  

3.6 万トン  

（注 2） 

可採年数  

（R/P） 

1997 年  

全世界   43 年  

1997 年  

全世界   63 年  

1993 年  

全世界  231 年  

（注 3）1996 年  

全世界  72 年  

（注 1） Oil & 

Gas Journal 

(December 

   29.1997) 

Oil & 

Gas Journal 

(December 

   29.1997) 
出所  

（注 2） Oil & 

Gas Journal 

(December 

   9.1998) 

Oil & 

Gas Journal 

(March 

    9.1998) 

世界エネルギー 

会議（1995 年） 

（3 年に１回開催） 

OECD/NEA, 

IAEA 

URANIUM 1997, 

RESOURCES, 

PRODUCTION 

AND 

DEMAND 

 

８．エネルギー資源の確認可採埋蔵量と可採年数

（注）　 四捨五入のため、和が合わないことがある

（注１）年数は可採年数（可採年数=確認可採埋蔵量／年生産量）

（注２）プルトニウム利用によりウランは数倍から数十倍利用年数が
増える

（注３）ウランについては、年生産量と年消費量のバランスがとれて
いないため、確認可採埋蔵量を

　　　　年消費量（6.05万トン）で除した値とした
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９．世界のエネルギー消費の推移と見通し

8,341

11,508

13,749

出典：IEA/ World Energy Outlook 1998 Edition
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